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竹ノ下祐二 (京都大 ･理 ･人糞亘進化論)
ニホンザルの性行動の発達過程を解明す
る目的で､ワカモノメス (未経産メス)の性行動
とオトナメスの性行動を比較し､さらに継続調査
により同一個体における発達過程を縦断的に調査
した｡京都市嵐山の餌づけ群を対象に1992年から
1995年2月まで連続する3回の交尾期に野外調査を
行ない､得られた資料を分析し以下の結果を得た｡
(1)初発惰年齢には明瞭な順位差がみられたが､
初発梢時の体重は一定であった｡
(2)ワカモノメスではオトナメスに比べ未成熟
オスとの交尾が多くみられた｡ただしそれはワカ
メスの全交尾の半数にはみたず､ワカメスにおい
ても主賓な交尾相手はオトナオスであったC
(3) (2)の傾向は未経産のメス全体にあては
まる傾向で､初発情からの年数による差は積出で
きなかった｡同一個体で発情2年目に未成熟オス
との交尾が減少するということもなかったO
(4)ワカモノメスは未成熟オスよりもオトナオ
スに対してより積極的に接近､求愛する傾向がみ
られ､メスはワカモノ期からオトナオスへの選好
性を備えていると考えられた｡
(5)初産をはさむ2回の交尾期に発情したメス
1頭で＼初産以後交尾相手が急激に変化し､未成
熟オスとの交尾がほとんどみられなくなった｡ま
た､経産メスは年齢が若くても未成熟オスとの交
尾はあまり見られなかった｡.
(3)､ (5)からメスの交尾相手は初産を機に
急激に変化する可能性が示唆された｡
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サル類の生殖細胞 拶拝子､精子など)に関する
基礎検討を行い､以下のような成果を得た｡
1)陰圧式勃起補助器を開発し､ミドリザルで勃
起が誘起できることが確認された｡2)伽
alかletanBcによりラットの射精誘発を試みたが
-1分な精子は回収されれ また昌作用を認めた｡3)
マウス精巣上体椅子の非凍結低温保存を試みたと
ころ､個体のまま､あるいはミネラルオイル､体
脂肪中に8日間保存した精巣上体から活性良好な
精子が回収された｡4)ニホンザル精子の凍結保存
により活性良好な精子を回収し､さらに体外受精
により受精を確認することができ､発育培養で
8-･くだはでの分割を認めた｡5)ミドリザル精子の
凍結保存を口切容液を用いて試みたが､良好な精
子は得られなかった｡6)タマリン精子の凍結保存
を試みたところ､比較的良好な精子が回収された｡
しかし､この精子を用いた体外受精では受精は確
認できなかった｡7)成熟カニクイザルの精巣中の
テストステロンIiI.eydkQ:Aに､3b一王朝 ま監rtd
ce皿に多く存在していた｡8)カニクイザルおよび
タマリンの精細胞の凍結条件を検討したところ､
7.5%jdycerdを添加したPfB中で凍結した細胞で高
率な生存を認めた｡9)磁気分離法弘 を用いるこ
とで､カニクイザルの性周期､とくに排卵日を即
日推定できることが示された｡10)カニクイザル
の唾液結晶像により性周期が推察できる可能性が
示された｡ll)始原生殖細胞に関する基礎検討を
マウスおよびサル穀の胎児を用いて開始した｡
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